
平成２５年度自己評価計画書

主担当  現　　状 評価の観点 実施状況の達成度判断基準 判断基準 備　　考

１ ① 積極的な声かけ・挨拶
を通じて、円滑な人間
関係の構築を図る。

全教職員 コミュニケーションの
初歩である挨拶が苦手
な生徒がみられる。自
ら進んで挨拶ができる
ようになってほしい。

【成果指標】
挨拶ができた生徒の割
合。

挨拶ができた生徒の割合が
Ａ ９０％以上
Ｂ ８０％以上
Ｃ ７０％以上
Ｄ ７０％未満

Ｃ・Ｄなら
検討

７月末及び
１２月に調査

生徒
教員

② 遅刻・欠席防止のため
に、家庭との連携を密
にする。

生徒課
各担任

年間の遅刻回数の６７
％以上が、年間５回以
上遅刻する常習者によ
るものである。

【成果指標】
年間５回以上遅刻する
常習者を昨年度７７名
より減らす。

年間遅刻回数５回以上の生徒数
Ａ ７０名未満
Ｂ ７０名以上
Ｃ ８０名以上
Ｄ ９０名以上

Ｃ・Ｄなら
検討

７月及び
２月に集計

生徒課

２ ① 基礎学力の定着のため
に授業の進め方や授業
内容の工夫改善を図
る。

教務課
各教科

学習能力の差が広がっ
ており、個々の生徒に
応じた細やかな授業の
進め方や教材の工夫が
必要である。

【成果指標】
個に応じた指導や教
材、教具の工夫によっ
て、授業内容がよく分
かったと答える生徒の
割合。

授業がわかりやすいと感じた生徒
の割合
Ａ ９０％以上
Ｂ ８０％以上
Ｃ ７０％以上
Ｄ ７０％未満

Ｃ・Ｄなら
検討

７月末及び
１２月に調査

生徒

② 年間を通して、全教師
が互いの授業を参観
し、授業改善に取り組
む。

教務課
各教科

学習能力の差が広がっ
ており、一律の授業で
は参加できない生徒が
いる。個々の生徒に応
じた細やかな授業の進
め方や工夫が必要であ
る。

【成果指標】
参観後の評価を集計
し、生徒全員が授業に
参加する授業工夫が行
われているか。

参観後の評価４以上の割合が
Ａ ８０％以上
Ｂ ６０％以上
Ｃ ５０％以上
Ｄ ５０％未満

Ｃ・Ｄなら
検討

１２月に調査

教員

③ 課題・宿題等について
工夫するとともに、提
出を徹底させる。

教務課
生徒課
各学年

学習能力の差が広がっ
ており、学力差があっ
ても学習意欲を高める
ことのできるような課
題の工夫が必要であ
る。

【成果指標】
課題・宿題等を期日ま
でに提出する生徒の割
合。

提出状況が
Ａ ９０％以上
Ｂ ８０％以上
Ｃ ７０％以上
Ｄ ７０％未満

Ｃ・Ｄの場
合は、指導
法を検討

７月末及び
１２月に調査

教員
生徒

具体的取組重点目標

基本的な生活習慣の
確立を図るために、
個々の生徒の実態を
把握し、一人ひとり
に対する適切な生徒
指導に努める。

基礎学力の定着とと
もに発展的学習を取
り入れることによ
り、多様な生徒に対
して向学心及び学習
意欲の喚起を図る。



主担当  現　　状 評価の観点 実施状況の達成度判断基準 判断基準 備　　考

３ ① ３年間を見通した指導
計画に基づき、能力・
適性に応じた支援・指
導を行う。

進路課
各学年

進路意識が希薄なた
め、進路選択になかな
か取組めない生徒が多
い。

【成果指標】
自分の進路に関心を持
つようになり、将来を
前向きに考えられるよ
うになった生徒の割
合。

進路意識が向上した生徒が
Ａ ８０％以上
Ｂ ６０％以上
Ｃ ４０％以上
Ｄ ４０％未満

Ｃ・Ｄなら
検討

７月末及び
１２月に集計

生徒

② ハローワークや地域の
企業等と連携して、就
業の支援・指導を行
う。

進路課
各学年

就職が困難な状況が続
いており、多面的な支
援・指導が必要であ
る。

【成果指標】
就職決定率。

就職希望者の決定率が
Ａ １００％
Ｂ ９５％以上
Ｃ ９０％以上
Ｄ ９０％未満

Ｃ・Ｄなら
検討

２月に調査

進路課

４ ① 学校への関心・理解を
深めるため、ＰＴＡ総
会や学校公開週間、文
化祭等の参加者を増加
させる。

総務課
教務課

昨年度は３４３名の来
校者数であった。参加
者を増やし、もっと本
校の教育活動について
理解してもらう必要が
ある。

【成果指標】
来校者の延べ人数及び
ＰＴＡ総会の来校者
数。

来校者の延べ数が
Ａ ４００名以上
Ｂ ３５０名以上
Ｃ ３００名以上
Ｄ ３００名未満

ＰＴＡ総会の来校者数が
Ａ ４０名以上
Ｂ ３０名以上
Ｃ ２０名以上
Ｄ ２０名未満

Ｃ・Ｄなら
検討

１２月に調査

総務課

② 地域活動へ積極的に参
加するのみならず、地
域と連携した課外活動
やボランティア活動を
企画・実践する。

生徒会係
各部顧問
総務課

「清風隊」を中心に、
地域貢献活動を行って
きたが。学校全体で地
域との連携した活動を
行い、学校の活性化に
繋げたい。

【努力指標】
地域と連携した活動の
回数。

地域と連携した活動の回数が
Ａ ３０回以上
Ｂ ２５回以上
Ｃ ２０回以上
Ｄ ２０回未満

Ｃ・Ｄなら
検討

２月に調査

生徒会係
総務課
進路課

③ 地元中学校との交流を
企画し、体験入学など
を通して本校をＰＲす
る。

教務課
総務課

生徒による地域中学校
との交流が少なかっ
た。体験入学でも参加
者が少なかった。

【成果指標】
体験入学や学校公開等
に参加する中学生の延
べ数

中学生の来校者数が
Ａ ７０名以上
Ｂ ５０名以上
Ｃ ３０名以上
Ｄ ３０名未満

Ｃ・Ｄなら
検討

１２月に集計

教務課
総務課

早期に進路意識の高
揚を図るため、適
宜、具体的な進路情
報の提供と、志望進
路実現のための支援
体制及び支援内容の
充実に努める。

保護者・地域社会と
の連携を深め､異年齢
間のコミュニケー
ション能力の向上を
図りながら課外活動
やボランティア活動
等を通じ、地域に貢
献する態度を養う。

具体的取組重点目標


